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Ⅱ 第９回国際聾史学会（9th Deaf History International, 
 Edinburgh, 2015）の大会運営について 
 
１ 大会組織委員会について 
 第９回大会は、イギリス聾史学会（British Deaf History Society）とスコットランド聾史学
会（Deaf History Scotland）の共催により開かれた。大会組織委員会の会長は、イギリス聾史学




史学会会長であるPeter W. Jackson氏も加わっている。 
 大会組織委員会のメンバーには少なくとも１名の聴者が含まれている。それはエディンバラ大






 エディンバラ大会の会場は、エディンバラ大学（University of Edinburgh）のポロック・ホー



















































































































































 (1) 聾者は自分達自身のスポーツクラブを必要とした 
 (2) 聾教育が聾者スポーツに対して果たす役割があった 

































公刊した著書"Same Spirit- Different Team: The Politicisation of the Deaflympics"(2014)
の内容の一部である10。 
 1989年に国際パラリンピック委員会（IPC: International Paralympic Committee）が設立され












 (1) デフリンピック、聾者スポーツの社会的認知の低さ 
 (2) 国際オリンピック委員会による資金援助の欠如 
 (3) 聾者スポーツに対する政府資金援助の欠如 
 (4) 国内における聾者スポーツが受ける不平等 
 (5) 観客とスポンサーの少なさ 






































Edinburgh: The Heritage Trail”（Hay[2015]）の著者でもあるJohn A. Hay氏が、イギリス最初
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主義（colonialism）」をテーマに開催予定である（Deaf History International[2014]）。 

















７ 過去の大会テーマを国際聾史学会のホームページに見れば（Deaf History International[2014]）、次の通りである。 
   第１回 テーマ無し 
   第２回 メインテーマは無かったが「聾者」「聾コミュニティ」「手話」「学問としての聾史」「聾教育」のテー
マごとのブロックあり 
   第３回 「芸術と科学における聾者」 
   第４回 「聾者の歴史の研究、保存、教育」 
   第５回 「過去の達成と将来の展望」 
   第６回 「過去の超克：歴史的帰結への判断と解決策の模索」 
   第７回 「過去なくして、将来はない」 
   第８回 「聾者の生を伝える：伝記と自伝」 











12 John A. Hay氏はイギリス手話で解説し、外国の聾者にはイギリスの聾者が国際手話に翻訳をした。また、私を
含め少数の聴者の参加者に対しては、イギリス手話／英語の通訳者が最後まで同行してくれ、十全に参加する
ことができた。 
